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＜連絡事項＞
毎週金曜日に行っている古川歯科の診察ですが、次回は8/13（木）に変更となりま

したので、介助の方の調整、患者様へのご案内等よろしくお願いします。
＜患者様連絡事項＞

・井上　和美様～頓服薬疼痛時ロキソプロフェンＮａ（60）1T、腹が具合い悪い時　　　　
ミヤＢＭ１P１0回分処方となっています。　
・上村　みわ様～主治医の指示にてスミルスチィック１本処方となっています。　　　　　　　
・中村　豊様～10：15療養環境目的にて西病棟Aユニット47号から転入となっています。
・病室移動しています
　・蕨　真理様～303→301　　　
・原　吉郎様～302→303
　・伊藤　雄一様～302→303
・内田　都影様～303→302
　・高田　マキ様～303→302
　・畑中　成夫様～405→303
＜要注目患者様＞
・上村　みわ様～腰痛続いており、主治医日報告しスミルスチィック処方となっています。血圧158/70mmhg、脈拍77回/分、体温36.9℃、朝食、昼食はホールで1/3摂取でき昼食後、排泄の声かけに本人より洋式トイレは使えないと話され車椅子で自室へ誘導後 スタッフ2名でリハビリパンツ内確認し尿失禁多量みられていた。 パンツ交換の為、立位は介助を要しベッドに介入しながら座らせるが「痛い」と答え臥床。午後水分補給の為アイスミルクティー200ｍｌ飲用。16：10リハビリパンツに尿失禁、少量の便付着確認を スタッフ2名でパンツ交換しスミルスチィックを塗る事には抵抗なく 

   　　　　　　　応じているがホールへ誘導の声掛けに「腰は痛いし、ホールには行きたくない」と車いすに乗る事に拒否していて臥床し過ごされています。
・成田　富士子様～朝食前血糖値120㎎/dl。本人から低血糖症状になるのが不安なので保険として黒飴を持ちたいとの事で２個持っている。昼食前209㎎/dl。
本日は低血糖症状の訴えなく過ごせています。SST参加は個別指導希望にて実施しています。
・佐々木　悦子様～男性患者様の部屋に侵入した事で性的逸脱行為していた事を他者から情報聞かれ事実確認後「誘われたからした」と認めていました。また幻聴に左右され「兄が迎えにきたといっているから」と言い荷物をまとめる場面ある為、現実でない事を伝えると納得され荷物を片付けしています。以後所在確認は徹底しています。
・高田　マキ様～外出に関して「スタッフ付き添いはおかしいでしょ」とカウンターを叩きながら訴えてくる場面見られていました。都度説明に理解できない様で執拗に同内容を繰り返し伝えています。叫び声や妄想発言は聞かれず
過ごしています。
＜転入患者様＞
中村　豊様　（40 歳）
男
 担当主治医　：深澤　隆
令和1年5月15日　（1回目）
入院形態　：　任意入院
主病名　：統合失調症　　
身体合併症　：躁うつ病、不眠症、便秘症
入院までの経過

　　H30年9月交際相手（同院の患者）への暴力行為が認められ逮捕。詳細は話してくれなかったが、交際相手に嫉妬し暴行したとのこと。同年10月19日～同年12月17日つくしが丘病院にて鑑定入院し、事件当時は責任能力があったとされ、医療観察法の対象とならなかった。H31.2.12執行猶予付きの釈放となっている。拘留中に母が本人のアパートを解約。また、事件の被害者も同院へ通院しているため、本人は同院への通院が困難となり主治医より転院を勧められた。釈放後、本人の弁護士より八戸市保健所へ「住む場所と通院先を確保してほしい」と連絡が入り、保健所が急いで支援を進め、釈放後に生活の場がない人が一時的に利用できる“自立準備ホーム”に明倫寮が登録していたことから、現在は明倫寮系列の施設へ入所中。明倫寮としては、「通院・服薬の確保ができれば、次の生活の場が見つかるまで面倒をみる」と話しているとのこと。しかし、通院先については、いまだ確保できておらず、同院からの処方薬も2/22(金)の朝で切れてしまうとのことで急ぎの受診を希望し、H31.2.20当院初診。今後は、障害福祉サービスを申請し、施設を探していく予定となっていた。しかし、R1.5.15に施設職員と口論となったうえでグループホーム明倫寮を飛び出て、準夜帯に当院へ来院し「グループホームを出てきたから、入院させてほしい」などと話しており、グループホームにも事実確認が取れず、住居確保困難であることから同日当院1回目の入院(任意)。

※生活保護　受給中

※障害年金　発症時に保険料未納だったことから受給要件なし

※母：疎遠だったが、医療保護入院時には同意者となっていた。今後の支援については非協力的だが、医療保護入院となった場合には同意はいただけるとのこと。その他には、腹違いの弟・妹がいるが疎遠。
金銭管理：保佐人兵藤　拓明
処遇制限：なし

退院計画：グループホームへの入所を希望 
●食事
 自立
食事形態：常食(大盛り)、常菜朝パン、昼、夕食：ご飯　　
●義歯
 あり
●排泄　
 自立　　最終排便（令和2年8月7日）

●清潔　
 自立
最終入浴日（令和2年8月7日）

●睡眠
 良


洗濯
自己洗濯
 保佐人の方に連絡取れない為保留中  

喫煙
 現在なし
間食制限　なし
金銭管理の状況により制限を要す、現在1日100円菓子、飲み物：粉の
ポカリか粉コーヒー
担当：岩藤Ns
・ＧＨ明倫寮へ入所していた。

・計画相談「青明舎」利用中

・生活保護受給中　担当者：八戸生活福祉課　ウチサワ様

＜特記事項＞
・北病棟にてＲ１/8/26準夜帯、女性患者様への性的逸脱行為あり東病棟へ移動する。
令和元年1/9/10

　療養環境変更目的で西病棟へ転棟。Ｒ1.11月とＲ２.2.3月に治験実施。Ｒ2/5/1療養環境変更目的にて北病棟へ転棟となる。転倒後、逸脱行為はなく経過しているが、女性患者様との距離が近い事やむやみに身体接触する事があり、介入している。他者への干渉強く、不穏な患者様に近付く事でトラブルとなる事がある。

　　R2.7.9治験のため療養環境変更目的で西Aへ転入。治験のため減薬薬剤調整により他者への迷惑行為、過干渉や気分高揚さが著しく見られていた。治験による不調は目立たず治験終了。後観察も終了し8/7最終採血済んでいる。薬剤調整に伴い徐々に落ち着き見られ夜間の睡眠もとれるようになってきている。他者への干渉は続いており適宜介入が必要です。夜間睡眠は概ね取れているが、時折不眠時頓服を服用している。

便秘によりほぼ毎日ピコスルファートＮａを内服し、排便コントロールしている。ＩＦオーダーに5日間排便なしＧＥの指示あり。

視力低下訴え、眼鏡調整の訴えあるが、外出制限のため調整に至っていない。（西でも同様）
